
エコチル調査の広報及び対話事業について

資料１－２



エコチル調査から国民の行動変容等へつなげるために

行動変容を促すターゲットとなる一般国民・消費者

エコチル調査による科学的知見の成果と行動変容の進捗状況を報告・共有し、政策立案に向けた協力体制を構築
（親子や学校に関する保健施策、健康増進施策、化学物質に関する施策等との連携（国際連携も含む。））

将来親になる世代、妊産婦、子育て世帯等

医療関係者、教育関係者、
行政関係者、研究者、
報道関係者、YouTuber等

関係省庁等の政策立案者

企業

ターゲットの関心・購買行動に
関心の高い製品製造企業

・インフルエンサーコミュニティを育てる定期ブ
リーフィング・オンライン勉強会
・ターゲットを対象とした雑誌等に連載を掲載
・アクセスしやすいサイトの作成
・インフルエンサーの独自ルートを通じた発信

ターゲットの関心に沿った購買・行動変容
を促す製品表示・宣伝・代替品開発等
の企業の自主的な取組を促進するための
勉強会

関係省庁等

（小学生・中学生・高校生・大学生、社会人など）

ターゲットに対する影響力の強い
インフルエンサー

成果の社会還元がエコチル調査参加者の
高い参加率の維持に貢献

私たちは持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

広報戦略の方針（案）

エコチル調査戦略広報委員会の委員等の助言に基づき作成

環境省「第6回健康と環境に関する
疫学調査検討会」資料4-2から抜粋
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※最大同時接続数（配信時）：196
視聴回数（令和４年３月７日21時）：1,224回



 エコチル調査に関係する化学物質やその健康影響の一
般的な内容や、エコチル調査の研究成果をわかりやすく
伝えるQ&A、パンフレット等の「基礎資料案」の更新。

（１）化学物質に関する基礎資料の更新作業

（２）地域における対話の実践例の創出
 地域での双方向性の対話の実践を通じ、子育て世代

等と化学物質のリスクとの上手な向き合い方の実践活
動を促進。

（３）好事例集の作成
 効果的な地域対話の取組の横展開に資する事例集を

まとめる。

（４）対話事業関連情報の周知

 対話事業関連資料等の周知のため、イベント（対話事
業関連資料等の内容のインフルエンサーとなる分野の
専門家やメディアなどを対象とした勉強会等）を開催。

令和３年度エコチル調査に係る「地域の子育て世代との対話」業務
【目的】
子育てに関わる関係者が化学物質のリスクについて対話し、寄り添い支え合う環境を作る、いわゆるリスクコミュニケーションを行うことにより、
化学物質のリスクについて向き合うことが可能な機会が広がり、上手に向き合うことが可能となる社会を目指す。

（５）対話事業に関する研修手法の開発

 ユニットセンター担当者に対するリスクコミュニケーション
研修の開催。

 教育関係者等に対する研修資料の作成。

日程 場所
(参加人数)

対象
(分野)

講師等
(敬称略)

11/25
(木)

慶應義
塾大学
湘南藤
沢キャン

パス
(12)

大学生
(政策デザ

イン)

宋美玄(産婦人科医)
なーちゃん(YouTuber)
中山祥嗣(国環研)
塚原沙智子(慶應大)

12/17
(金)

新潟大
学大学
院(17)

大学院
生

(食品)

堀口逸子(東京理科大)
岩崎茜(国環研)

1/21
(金)

鳥取
大学
(18)

一般
市民

増本年男(鳥取大)
竹原健二(国立成育医
療研究センター)
山田祐子(鳥取大)

1/28
(金)

東京
(5)

企業
(出産・育

児)

山崎新(国環研)
目澤秀俊(国立成育医
療研究センター)

2/24
(木)

東京
(13)

企業
(食品)

堀口逸子(東京理科大)
山崎新(国環研)
中山祥嗣(国環研)

 今年度実施した対話

※いずれもオンライン、もしくはハイブリッド(対面＋オンライン）で実施

3/4(金)実施

3/18(金)実施予定

※３

※１

※２



令和３年度対話事業の参加企業等一覧

（２）地域における対話の実践例の創出

※１ 対話の実践 1/28(金)
＜対象:企業(出産・育児関連)＞
・株式会社Kids public
・株式会社ニッセイ基礎研究所
・株式会社ファーストアセント
・株式会社ワークシフト研究所

※２ 対話の実践 2/24(金)
＜対象:企業(食品関連)＞
「食品産業問題研究会」(一般財団法人食品産業センター主催)参加の食品関連会社13社

（４）対話事業関連情報の周知

※３ 勉強会 3/4(金)
＜対象:インフルエンサーとなる分野の専門家等＞
・一般社団法人女性の健康推進協会
・株式会社ニッセイ基礎研究所
・NPO法人妊婦のくらし
・NPO法人ファザーリング・ジャパン
・ミキハウス子育て総研株式会社

（五十音順）



エコチル調査戦略広報委員会と「地域の子育て世代との対話」検討会について

委員一覧

山縣然太朗 山梨大学 大学院総合研究部医学域 社会医学講座 教授 ＜委員⾧＞

江守 正多 国立環境研究所 社会対話・協働推進オフィス代表
(国立環境研究所 地球システム領域／副領域⾧)

大矢 幸弘 国立成育医療研究センター アレルギーセンター⾧
エコチル調査メディカルサポートセンター⾧

小越 久美子 NHKグローバルメディアサービス国際番組部 ディレクター

⾧谷川 聖治 読売新聞 東京本社 総務局 兼 よみうりコンピュータ取締役副社⾧

船木 成記 一般社団法人つながりのデザイン代表理事

堀口 逸子 東京理科大学薬学部 医療薬学教育研究支援センター 教授

森田 由子 日本科学未来館 事業部 経営戦略室 科学コミュニケーション専門主任

山崎 新 国立環境研究所 エコチル調査コアセンター⾧

（五十音順、敬称略）

○令和３年11月24日 第１回委員会 開催
○令和４年３月14日 第２回委員会 開催（予定）

スケジュール

エコチル調査戦略広報委員会

委員一覧
堀口 逸子 東京理科大学薬学部 医療薬学教育研究支援センター 教授 ＜座⾧＞

金谷 久美子 京都大学大学院医学研究科 研究員

鎌田 久美子 公益社団法人 日本看護協会

河村 真紀子 主婦連合会 会⾧

⿁頭 英明 法政大学 スポーツ健康学部 教授

崎田 裕子 環境カウンセラー（中央環境審議会環境保健部会 委員）

須方 督夫 一般社団法人 日本化学工業協会 化学品管理部 部⾧

寺沢 弘子 化学物質アドバイザー

仲井 邦彦 東海学園大学 スポーツ健康科学部 教授

⾧野 伸彦 公益社団法人 日本小児科学会

奈良 由美子 放送大学教養学部 教授

⾧谷川 聖治 読売新聞 東京本社 総務局 兼 よみうりコンピュータ取締役副社⾧

松永 和紀 科学ジャーナリスト（中央環境審議会環境保健部会 委員）

松本 吉郎 日本医師会 常任理事

松尾 剛 北九州市 環境局環境監視課 環境局 環境監視課⾧

目時 弘仁 公益社団法人 日本産科婦人科学会

森田 由子 日本科学未来館 事業部 経営戦略室 科学コミュニケーション専門主任

（五十音順、敬称略）

○令和３年12月27日 第１回検討会 開催
○令和４年３月16日 第２回検討会 開催（予定）

スケジュール

「地域の子育て世代との対話」検討会


